


0ゎ は 山 寺 断 層 と称す る もの で、 阪 念 と ′ 0° ～ 2 0° の 交 角 を な して 北 々西に 延 び て

い る .こ れ は 天 王 山 を 構 成 す る秩 父 古生 層 とそ の 上 を 被 つ て い る大 阪 層 郡 下 部 を 切 る も

ので 、 断 層 に よつ て 洪 積 層 粘 土 が引 きず ら れ て 急 傾 斜 した もの と考 え られ る。

13 1他0わ は観 昔 寺 ～ 宝 寺 を結 ぶ 北 北 東 の 断 層 で あ る 。

こ の 結 果 、 こ の地 点 に 橋脚 を も うけ る事 は 橋 脚 の沈 下 潜 動 の 危 険 が 大 で あ る。 ま た 、 本

橋が 国 鉄 東 海 道 線 及 び 阪 急京 都 線 を 跨 ぐ関 係 上 特 に 慎 重 に 考 え る 必要 が あ る 。 こ の た め 国

鉄 線 と阪 急 線 の 間 に橋 脚を 立 て る 2径 間 案 は 廃 案 と し、 将来 の 安 全 の た め に 、中 間地 点 に

機脚 を も うけ な い で 、 この 間 を / S P A Nで わ た る構 梁 案 を  用 した 。

橋 台 位 置 の 土 質 に関 して は 、国 鉄 側 (名 古 屋 側 )は 強 固 な 地 盤 が あ り、 そ
の厚さ も大 で

あ る の で ま ず 問 題 は な い。 しか し、上 り線 阪 急 側 (神 戸 線 )は 断 層 帯 が 西に 偏 傍 して い る

の で 最 も条 件 が 悪 く、前 面 に は 粘 土 の 軟 弱 層 が あ り、 これ に 近接 して 橋 台 を 築 造 す る場 合

に は 、 前 面 に 引 きず られ るお そ れ が あ る。 これ ら
の条 件 を 考 慮に 入 れ る と、 本 橋 梁 は ど う

して も支 間 ノ 00れ 以 上の 大 ス バ ンの橋 梁 を 採 用 しな け れ ば な らな い 事 にな つ た。

こ 結 論

下 部 工 と して は 、 土 質と上 部 工 反 力 の 点 、 ま た 鉄 道軌 条
の 沈 下 を 防 ぐI法 とい つ た 点 を

考 え 、 オープ ン ケ
ー ソ ンエ 法 を 採 用 した 。 ウ エ ル 形状 は 円 形 ウ

エ ル と し、 ノ基 当 )2本 沈

め る事と した 。

上 部 工 に つ い て は 、 一 般 に名 神 高 速 道 路 の橋 梁 は 自動 車 の 走 行 の 便 を 考え 、 原 則 と し
て

デ ッ キ タ イ プを 採 用 し て きた 。 しか し本 橋 梁 は設 計 速 度 ′ O K l %の 区 間 内 に あ り、 天 王 山

隧 道 及 び 円 明 寺 高 架 に 隣接 して い る関 係 上 、デ ツ キ タ イ プで な くて も走 行 上左 程 影 響 は
な

い もの と考 え る。 ま た 、 桁下 タ リヤ ラ ン スを お さ え られ てぃ る点 か ら云 つ て も、 長 径 間 に

む き、 外 観 が 優 美 で あ る ラ ン ガ
ー ガ ー ダー が 最 適 で あ る と考 え た。走 行 上 、 ラ ン ガ

ー ガ ー

ダー の 方 が 斜 材 が な い だ け好 ま しい と考 え る。

本 橋 梁 架 設地 点 は カ
ー プ区 間 に 入 つ て い る の で 、床販 だ け カ

ー プさ せ 、 そ の ま ま ラ ン ガ

ーガ ー ダー 内 に入 れ て い る。そ の た め ガ
ー ダー の 桁間 隔 は 、車 線 巾 員 '認

毎
に 比 し桁 間 隔

ノ 2‐ とな つ て い て 、 非 常に 拡 が つ て い る。

この 地 区 は 隧 道 と近接 す る 関 係 上 、 上 シ車 線 、 下 シ車 線 分 離 地 区 で あ る の で 、
本 橋 梁 は

上 下 線 別 々に 同 一の ラ ン ガ
ー ガ ー ダー が架 橋 され る予 定 で す 。

この ラ ン ガ ー ガ ー ダーの 一 連 当 )総 銅 重 は 約 “ 0′
tで あ る 。劉 角 約 “ 3・ 、 巾員 片 側

車 線 当 り ' 2厖 ス バ ン ノ 0 0れ 、 橋長 ′ 0ス ′
ルで あ る 。
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